
「多様性」を
尊重した社会へ

みんなで考える
みんなで行動する

令和6年1月に「千葉県多様性が尊重され誰もが活躍できる社会の
形成の推進に関する条例」が施行されました

この音声コードを
アプリで読み取ると、
書いてある内容が
読み上げられます

千葉県
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　私たちの社会には年齢、性別、障害の有無、国籍・文化的背景、性的指向・

性自認など様々な違いが存在します。

　こうした多様な立場の人を尊重することは様々な人が抱える生きづらさ

の解消につながり、社会の活力や創造性の向上に効果を発揮します。

　千葉県はあらゆる人々が差別を受けることなく、一人ひとりが様々な違い

がある個人として尊重され、誰もが参加し、その人らしく活躍できる社会

の実現を目指します。

誰もが参加し、
その人らしく

活躍することができる社会へ

千葉県多様性が尊重され誰もが活躍できる
社会の形成の推進に関する条例
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人々が様々な違いを尊重しながら、互いに関わり合い、影響を及ぼし合うことが、
社会の活力や創造性の向上につながるとの考えのもと、

多様性が尊重され誰もが活躍できる社会の実現を目指します。

それぞれの立場や特性・事情などに応じて、
多様性が尊重され誰もが活躍できる社会づくりに取り組んでみましょう。

男女共同参画や高齢者・障害者福祉、多文化共生、LGBTQ※の理解増進など、
県政のあらゆる分野で取組を充実させます。

※LGBTQについては、10ページを参照

条例のポイント

普及啓発
多様性尊重に関する普及啓発
男女共同参画の推進

相談・支援
女性の自立支援
障害者就労の促進
LGBTQ相談

人材育成
 外国籍の子供の就学支援
 リカレント教育の推進

環境整備・マッチング
外国人材活用

地域日本語教育の推進
パラスポーツの普及

基本理念

多様性の尊重は社会の活力や
創造性の向上につながります

県民や事業者の役割

多様性社会の実現には、
皆さんの力が必要です

県の責務

あらゆる分野の取組を充実させます
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「多様性尊重条例」に関する

Q&A
多様性を尊重することが、
どのように社会の活力や

創造性の向上につながるのですか？
A.多様性を尊重することにより、あらゆる立場の人々
の意見が表に出てくることで、新たな気づきや発想、
変化が生じたり、違った個性や能力を持つ人が影響
し合うことで、個人ではなしえなかった結果に結び
ついたりすることが期待できるなど、社会の活力や
創造性の向上につながっていくと考えています。

Q

A.この条例は、多様性が尊重され誰もが活躍できる千葉県
づくりを進めていくための理念的な条例なので、特定の
人に新しい権利を与えるものではなく、性別により区分
された施設の利用のルールを変えるものではありません。

女性を自称する男性が、
女子トイレや更衣室、
公衆浴場などを使用し、

女性が危険にさらされませんか？

Q
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私たちは何をすればいいの？
A.取組内容として、例えば、
・自分と異なる人の意見を聞いてみる
・パラスポーツイベントに参加してみる
・相手の立場や状況を想像してみる
等が考えられます。
皆さんのできる範囲で取り組んでみてください。
具体的な取組については、次のページから紹介しています。

A.外国人や外国の文化を尊重することは、迷惑行為
や違法行為までも受け入れることではありません。
県では、外国人が日本の生活習慣や地域のルール
等を理解した上で、社会の一員としてともに暮らせ
るよう、地域日本語教室の開催など、多文化共生の
取組を進めています。

国籍や文化的背景の
違いによる様々なトラブルが

起きませんか？

多様性を尊重することが、
どのように社会の活力や

創造性の向上につながるのですか？

Q

Q
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様々な違いにより
生きづらさを抱える人が

あなたの隣にいるかもしれません
　様々な違いにより生きづらさを抱えている人があなたの隣にいるかも
しれません。まずは、現状を知っていただき、自分なら何ができるか、考えて
みましょう。

　次ページ以降では、国籍、障害、性的指向・性自認を例示していますが、この他
にも人々には様々な違いがあります。様々な違いに関わらず、生きづらさを感じる
ことなく、誰もが活躍できる社会をみんなで目指しましょう。

相手に配慮した行動をするためには

様々な違いとは

どのような場面でどのような“困りごと”を抱えているのでしょうか
知る・気づく

どのようなサポート・協力ができるのでしょうか

想像する

できることから、はじめましょう！
行動する
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　表現や文の構造を簡単にしたり、漢字にふりがなを振ることなど、相手に
配慮した、わかりやすい日本語のことを言います。

（例）	 不
ふ

可
か

能
のう

ではない　⇒　できる（二重否定を使わない）
	 参

まい

ります　⇒　行
い

きます（尊敬語・謙譲語は使わない）

「やさしい日本語」とは

日本語能力が十分ではなく、生活に必要な情報が正しく伝わって
いないことがあります。

日本の法律や制度を知らなかったり、相談先がわからなかったり
することがあります。
交通ルールやゴミの捨て方など、生活に関するルールがわからない
ことがあります。

見た目や文化の違いにより距離を置かれたり、コミュニケーションを
避けられたりすることがあります。
インターネットやSNSで誤った情報が拡散され、誤解されることが
あります。

千葉県には165の国・地域の人が暮らしており、
県内在留外国人数は令和5年末で20万人と、

県人口の約3.3%となっています。

①言葉の壁

②制度の壁

③心 の 壁

外国にルーツのある人が生活する場合　　　　　にぶつかるといわれています。３つの壁

悩みや困っていること

難しい言葉を言い換えるなど「やさしい日本語」の使用を心がけましょう。
外国人相談の窓口（裏表紙を参照）があることを伝えてみましょう。
イベントへの参加などにより、他の国の文化を体験し理解を深めましょう。
誹謗中傷や誤ったことを発信しないようにしましょう。

私たちにできること

県内の外国人の方は
増えています
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・通路や点字ブロックの上に物があっても気付きにくいです。
・慣れていない場所での一人での移動は困難です。

悩みや困っていること

・声をかけてもらってもわからない場合があります。
・話すことが難しい人もいます。

悩みや困っていること

　障害の内容によって配慮すべきことは変わります。そして、障害の内容や
程度は人によって様々です。障害の特性を理解した上で、本人の意思を
尊重しながら、相手の立場に立ってできることを考えてみましょう。
　ほんの少しの気配りや気遣いでも、障害のある人が直面している
困りごとを解決する大きな力になります。困っている人がいたら、まずは
声をかけ、できることから実践していきましょう。

私たちにできること

通路や点字ブロックの上などに、物を置いたままにしないようにしましょう。
困っている人がいたら声をかけ、案内や誘導をしてみましょう。

私たちにできること

正面から口元を見せてゆっくりはっきり話しかけましょう。
筆談や要約筆記、手話やコミュニケーションボードなど、音声以外のコミュニケー
ションも取り入れてみましょう。

視力、視野など、見る機能についての障害がある人です。全く見えない人、ぼやける人、
見える範囲が限定される人などがいます。

聞くことや会話することなどについて障害がある人です。全く聞こえないような人から
聞こえづらい人、片耳だけ聞こえる人もいます。

障害のある人の立場で
考えてみましょう

視覚障害がある人

聴覚障害がある人
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　上記以外にも、内部障害や精神障害など様々な障害があり、配慮の仕方
も様々です。障害の内容や配慮の仕方に関する正しい理解に努めましょう。
　詳細な情報を知りたい場合は千葉県HPをご覧ください。

その他の障害について

・杖や車いすを使用している人は、段差や通路の幅などにより移動に支障が生じる
ことがあります。
・手に麻痺などがあると、小さいものをつかむこと、字を書くことなどが難しいことが
あります。

悩みや困っていること

・複雑な話や抽象的な言葉の理解が苦手です。
・人に質問したり、言葉で自分の気持ちを伝えたりすることが難しい人もいます。

悩みや困っていること

私たちにできること

段差を乗り越える場合の移動補助やドアの開閉などを行ってみましょう。
代筆で問題がない書類の場合は、本人の意思を確認して代筆をお願いします。

私たちにできること

絵や記号、簡単な図を使うなど、説明の方法に配慮しましょう。
相手が理解しやすいように短い言葉でゆっくり話しましょう。
相手が伝えたいことを理解するように努めましょう。

知的機能に障害があり、日常生活に支障が生じている人です。障害の程度により必要
な支援や配慮は変わります。

手足や体に麻痺や欠損などの障害がある人です。杖や松葉杖、義足、車いす等を使用
している人もおり、障害がある箇所や使用している福祉用具により、必要な支援や
配慮は変わります。

肢体不自由がある人

知的障害がある人
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・周囲の理解不足により、差別やハラスメントを受けることがあります。
・本人の許可なく性的マイノリティであることを他人に話される「アウティング」への
恐怖があります。

・誰にも相談できず、孤立してしまうことがあります。

悩みや困っていること

LGBTQとは

各種調査では、LGBTQの人口割合は３～10%となっています。
身近で困っている人がいるのに、気づいていないだけかもしれません。

私たちにできること

セミナーに参加するなど、LGBTQに関する正しい理解を深めましょう。
性に関する話題でからかったり、陰口を言ったりしてはいけません。
性の多様性に対する理解者であることを示すため、6色の虹色のグッズを
身につける方法もあります。

Q

レズビアン

女性同性愛者 生まれた時に割り
当てられた性別と
                        　   が
異なる人

クエスチョニング
トランス
ジェンダー

性のあり方に
ついて、特定の
枠に属さない、
わからないなど
の人

Questioning

バイセクシャル

両性愛者

ゲイ

男性同性愛者

T
Transgender

B
Bisexual

G
Gay

L
Lesbian

に基づく違い性的指向

性自認

※LGBTQ以外にも、人によって様々な性のあり方があります。

恋愛感情または性的感情の対象となる性別の指向
自身の性別についての、ある程度一貫性を持った認識

性的指向

性自認

LGBTQに関する
理解を深めましょう
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ちばダイバーシティ宣言
「多様性尊重条例」の趣旨を広く共有するとともに、多様性が尊重され、誰もが
その人らしく個性と能力を発揮することができる千葉県の実現を目指すという
決意を、県内外へ表明するため、令和6年6月に「ちばダイバーシティ宣言」を
行いました。

　千葉県は、明治6年に誕生してから150年の節目を迎え、次の
世代に豊かな千葉県を残していくため、未来に向けて新たな一歩を
踏み出す時が到来しました。
　私たちの社会には年齢、性別、障害の有無、国籍・文化的背景、
性的指向・性自認など様々な違いのある人が存在します。
　こうした多様な立場の人を尊重することは、様々な人が抱える
生きづらさの解消につながるとともに、社会の活力や創造性を向上
させます。
　私たちは、次の100年に向け、あらゆる人々が差別を受ける
ことなく、一人ひとりが様々な違いがある個人として尊重され、
誰もが参加し、その人らしく活躍できる社会の実現を目指すことを、
ここに宣言します。

宣言文

20240529_ちばダイバーシティ宣言_4c

多様性尊重の意義を県民の皆様
と広く共有するためのチーバくん
の新たなロゴマークです。社会に
は様々な人が存在していることを
カラフルな気球で表現しています。

チーバくん

「ちばダイバーシティ宣言」
ロゴマーク
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どんな悩みでもひとりで抱え込まず、まずはご相談ください。

外国人相談（千葉県国際交流センター）

日時：月曜日～金曜日　9時～12時/13時～16時（祝日・年末年始を除く）
※対応言語：日本語・英語・中国語・スペイン語・タガログ語・ベトナム語・韓国語・ネパール語・タイ語・ポルトガル語・
　インドネシア語・ロシア語・ヒンディー語

043-297-2966
外国人の生活上の悩みなどの相談に応じています。

女性のための総合相談

日時：	火曜日～日曜日　9時30分～16時
	 （祝日・年末年始・臨時休館日を除く）
	 （月曜日が祝日の場合、翌日火曜日は休み）

   04-7140-8605
様々な悩みを抱える女性の相談に応じています。

男性のための総合相談

日時：	毎週火曜日・水曜日　16時～20時、
	 毎週土曜日　12時30分～16時30分
	 （祝日・年末年始を除く）
	 （月曜日が祝日の場合、翌日火曜日は休み）

   043-308-3421
様々な悩みを抱える男性の相談に応じています。

LGBTQ相談

日時：	第1・3・5火曜日　18時～22時
	      第2・4土曜日　13時～17時
 　　　（年末年始を除く）

千葉県子ども・若者総合相談センター
「ライトハウスちば」

日時：火曜日～日曜日　
	 10時～17時（年末年始を除く）
	 （月曜日が祝日の場合は営業し、翌平日休み）

   0120-311-556
   043-420-8066

当事者の方やそのご家族の方、当事者と
接する方などが抱えている不安や悩みなどについて、

相談員がお話を伺います。 ひきこもり、ニート、不登校など、困難を抱える
おおむね39歳までの子ども・若者を支援しています。

障害者人権110番（（一社）千葉県手をつなぐ育成会）
障害のある人やその家族、関係者の相談を受け付け、専門機関の紹介や弁護士相談の案内等を行います。

日時：月曜日～金曜日　10時～16時　　090-8846-7141（左記以外の曜日・時間）
043-246-2282

各種相談窓口

LINE相談等の詳細は、
千葉県HPをご覧ください。


